












要  約:母子保健計画に関する問題点を明らかにするために、市町村及び保健所の保健婦

にアンケート調査を行った。既存の保健計画との整合性に関しては、ほとんどの人が問題

ありと回答したが、克服可能な問題であると考えられる。母子保健計画の策定体制として

は、実質的な原案作成のためのワーキンググループの編成や、ニーズ調査を含めた住民意

見の聴取方法は不十分であると考えられたが、コンサルタント会社への委託はほとんどな

く自力で策定するものと考えられた。計画の内容に関しては、現場の問題として、適切な

指標などの計画手法や、住民二一ズの的確な把握と事業展開に関する問題、また国・県へ

の受け身姿勢などが明らかになった。また、政策的問題としては、基盤整備や政策決定過

程の開示の問題があると考えられた。


